




































































































































































バイオ環境工学科 教授 村中 健
土木建築工学科 准教授 金子賢治
ナノスケールの視点から地盤中の汚染物質
地盤の環境問題を考える際には、地盤中の汚染物質の移動・拡散・吸
着等が大きな問題となります。しかし、地盤は土粒子と水、空気の3相の混
合体であり、地盤中の物質の拡散の問題は空気中や水中と比較して非常
に難しい問題です。このような問題に対して分子シミュレーション等を用い
たミクロな視点からマクロな現象の解明に挑んでいます。
地盤環境
地域環境に関する計測研究
環境浄化技術
農水産系の未利用資源からの機能性結晶の
合成と利用
基礎教育研究センター 教授 小比類巻孝幸
環境浄化用の結晶性材料の合成を目的として、環境問題の中でも未利用資
源利用と生体親和に関しての研究を化学実験的手法を用いて進めています。
研究内容としては、農水産系の未利用資源であるホタテ貝殻および米糠など
から生体親和性の高い結晶を合成しています。
電気電子システム学科 准教授 信山克義
エコマテリアルを用いた電気絶縁材料の開発
バイオプラスチックは、トウモロコシなどの“植物”から作ることができ、 使用後
は自然界の微生物などによって生分解される地球環境に優しい材料です。そこ
で、バイオプラスチックを電気絶縁材料に適用するために、バイオプラスチックの
機械・電気的特性などを調べたり、バイオプラスチックに八戸名産のイカの成分
を添加するといった物性改良を行っています。
機能材料
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植物生態
バイオ環境工学科 講師 鮎川恵理
奥入瀬渓流のコケ植物基礎調査
奥入瀬渓流では景観上、コケ植物が重要であるにも関わら
ずこれまで詳細な植物相は不明でした。エコツーリズムの視
点から、地元ガイドの要請を受け、専門知識を活かし、奥入
瀬渓流のコケ植物相の解明を行っています。
コンクリート用構造物
土木建築工学科 講師 迫井裕樹
コンクリート用材料としての有効利用
具体的には、各種スラグの骨材としての有効利用、既設構造物
を解体する際に生じるコンクリート塊から採取した再生骨材の有
効利用、水産事業において発生するホタテ貝殻を簡易な処理に
よりコンクリート用骨材として有効利用するための技術などが挙
げられます。
環境浄化技術（マイクロバブル）
マイクロバブル（MB）・ナノバブル（NB）とは？
キャビテーション現象＝沸騰現象
により発生した泡です。
液体中において，蒸気圧より低い場所，局所的な負圧が生
じることによって気泡が生成します。
常温での沸騰現象といわれているキャビテーション現象は，
古くから流体機械・機器の性能劣化，エロージョンの発生，お
よび振動・騒音の発生などの諸障害を伴うため，これらの機
械・機器の作動においては防止しなくてはならない厄介もの
であった．
